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一般社団法人wreath（リース）は、どのような悩みや生きづらさを抱えたとしても支えあ

える社会の実現に向けて、セルフヘルプグループを必要としたときにつながれる仕組みづ

くりに取り組む団体です。

と思える社会に
わたしだけじゃなかった

そこでわたしたちは、セルフヘルプグループを必要としたときにつながれる仕組みづくりと

して、セルフヘルプグループのプラットフォームの運営、セルフヘルプグループ運営のわかち

あいの場の開催、セルフヘルプグループに関する調査・情報発信に取り組んでいます。

セルフヘルプグループは、「共通の悩みや生きづらさがある

当事者が運営しているグループ」といわれます。悩みや生き

づらさをわかちあうことで「一人ではない」と思えることがあ

ります。病気や障害、依存症、不登校、引きこもり、子育て、介

護、性的マイノリティなど、本人や家族を対象にしたさまざま

なグループがあります。

セルフヘルプグループって？

セルフヘルプグループは誰しもが必要としうる場で

すが、セルフヘルプグループについて「内容をよく知

っている」と答えた人は2.9%と、十分に知られてい

ません。そうしたことから、セルフヘルプグループを

必要とするような状況にあったとしても参加につな

がりづらく、またグループを安定的に開催するため

のサポートも限られています。
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About us

一般社団法人wreath 2024 「セルフヘルプグループの認知度に関する調査」

＊ セルフヘルプグループは、自助グループ、当事者会、家族会、患者会などと

    表現されていることもあります。



セルフヘルプグループのプラットフォーム

2024年4月に「セルフヘルプグループのプラットフォーム wreath」のβ版をリリースし、

登録グループ数は26、投稿ミーティング数は約280となりました。ご利用いただいたグル

ープの方々からご意見をうかがいながら利用改善を進めてまいりました。

Highlights of 2024　
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wreath

また、セルフヘルプグループを知るきっかけとし

て「インターネットでの検索」が最も高いことが明

らかになりました。そうしたことから、セルフヘル

プグループを必要とされる方に情報をお届けで

きるよう、Googleの非営利団体向けプログラム

「Google Ad Grants」を活用し、検索キーワ

ードにあわせてプラットフォーム上のミーティン

グ情報が検索結果に表示されるように運用して

います。

まだまだいたらないところがあると思いますが、今後ともお使いいただく方々のお声やニーズ

をもとに運営してまいりたいと思います。インタビューなどでお力添えいただいた皆様、心よ

りありがとうございます。

ユーザーのお声

2025年3月　HPリニューアルにともないユーザーのお声を募集した際にいただいたもの

一般社団法人wreath 2024 「セルフヘルプグループの認知度に関する調査」

Q. あなたが参加したことがあるセルフヘルプグループまたは

     自助グループは何をきっかけに知りましたか
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セルフヘルプグループ運営のわかちあいの場

セルフヘルプグループのプラットフォーム wreathの利用改善にともないセルフヘルプグ

ループの開催者の方々からお話をうかがうなかで、しばしばグループ運営についての悩み

を聞かせていただくことがありました。そこで、秋頃に改めてグループ運営に関するインタ

ビューをさせていただいたところ、グループ間の横のつながりがあればといったお声が多

くあがりました。

wreath plus

いただいたお声をもとに「セルフヘルプグループ運営とファシリテーション　安全な場づくり

について考える」というテーマで、情報交換会ならびに交流会を実施。会のあとのアンケー

トでは、おかげさまで満足度の高い会になったことがうかがえました。ご感想からもグルー

プ運営についてわかちあえる場の必要性を感じ、2025年度よりwreath plusと題して、

セルフヘルプグループ運営のわかちあいの場を開催してまいります。

ご参加いただいた方々からのご感想

■ 開催概要

日時：２０２５年1月１６日　19:00-21:00

場所：オンライン

ゲスト：高松里 先生（九州大学、一般社団法人 

         ライフストーリー・バンク）

参加者：10名（運営2名含む）
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セルフヘルプグループに関する調査・情報発信

2024年11月に「セルフヘルプグループの認知度に関する調査」を実施しました。

日常を過ごしているなかで、自分や大切な人が病気や障害をもったり、事件や事故の被害

者や加害者になったりする可能性は誰しもがもっているものだと思っています。そうしたと

きに、セルフヘルプグループが力になれることがあるかもしれません。

wreath report

しかし、セルフヘルプグループの存在はまだ十分に知られていません。本調査は、悩みや生

きづらさを抱えたときの選択肢の一つとしてセルフヘルプグループの社会的認知を広げる

必要があると考え、セルフヘルプグループの認知度の現状を把握するために実施いたしま

した。

＞＞　調査結果の詳細は

　　　こちらのQRコードより

　　　ご覧いただけます

■調査概要

・調査タイトル：セルフヘルプグループの認知度に関する調査

・調査期間：2024年11月11日～2024年11月13日

・回答者：20～69歳の男女 2202人

・調査方法：インターネット調査

・エリア：全国

大阪公立大学 松田博幸先生よりコメントをいただきました
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お力添えいただきありがとうございました！

Special Thanks

代表メッセージ

wreathの活動を応援していただいているすべての皆様に心からの感謝

を申し上げます。2024年は、法人を設立し一般社団法人wreathとして

の活動がスタートした1年でした。

一般社団法人wreath

　下村真代

一般社団法人wreathは、2024年4月8日に設立いたしました。設立や運営にともない、

多くの方々に活動を支えていただきました。心より御礼申し上げます。

（202４年4月8日から2025年3月31日まで）

■ ご寄付については、月額寄付サポーターの皆様、都度のご寄付をいただいた皆様、延べ

    11名の方々に活動を支えていただきました。心より感謝申し上げます。

■ 助成や事業支援プログラムなどを通じて活動を支えていただきました。

NPO法人　

Accountability

for Change　様

認定NPO法人

サービスグラント　様
NPO法人ETIC.　様公益財団法人葉田財団　様 デロイト トーマツ　様

セルフヘルプグループのプラットフォームの運営のほか、セルフヘルプグループ運営のわかちあいの場の開

催とセルフヘルプグループに関する調査・情報発信です。今後は、この3つの活動を軸にセルフヘルプグル

ープを必要としたときにつながれる仕組みづくりに取り組んでまいります。

セルフヘルプグループに私自身が助けられたことが、wreathの活動のき

っかけとなっていますが、セルフヘルプグループと一言にいってもさまざ

まです。そのため、セルフヘルプグループにかかわる方々からお話を聞か

せていただくことを大切にしながら活動を進めてまいりました。インタビュ

ーなどで、お力を貸してくださった皆様には心よりお礼を申し上げます。

いただいたお声をもとに活動を3つに整理しました。

悩み、戸惑うことがあっても、応援していただいている方々に支えられ励ま

される日々です。感謝がつきません。未熟でいたらないところがあると思

いますが、これからもwreathの活動を応援していただけますと幸いです。



wreathでは、どのような悩みや生きづらさを抱えたとしても支えあえる社会をつくっていくために月額寄付

サポーターさんを募集しております。なお、都度のご寄付でも大変ありがたく大きな力になります。お力を貸

していただけますと幸いです。

2024年度活動計算書

Information
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（202４年4月8日から2025年3月31日まで）

受取寄付金

法人化前にいただいたご寄付1,134,531円と、法

人設立後にいただいたご寄付82,252円になりま

す。活動を支えていただいた皆様に心よりお礼申し

上げます。

旅費交通費

採択いただいた助成プログラムの参加にともなう

交通費ならびに宿泊費が主な内容となります。

支払手数料

調査にともなうアンケートソフトの使用料ならびに

zoomの年間利用料です。

広告宣伝費

団体ホームページの改修費、プレスリリース配信費、

認知度調査のリサーチ費、リーフレットや名刺の印

刷費などです。費用の一部は助成金を活用させて

いただいています。

外注費

プラットフォームの改修費、認知度調査の設計・分析

費などです。費用の一部は助成金を活用させてい

ただいています。

支払手数料

プラットフォームのサーバー代、バーチャルオフィス

使用料、寄付決済システムを用いた際に発生する手

数料などです。

諸謝金

プラットフォームの利用改善にともなうインタビュー

の謝金が主な内容となります。費用の一部は助成金

を活用させていただいています。

>>　こちらのQRコードよりご支援いただけます

        ※シンカブルという寄付フォームにつながります



一般社団法人wreath

〒651-0084

兵庫県神戸市中央区磯辺通1丁目1番18号カサベラ国際プラザビル707号室

https://www.wreath.or.jp/
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